
平成 2８年度 各種調査結果等を活用した学力保障の取組事例 

 

事務所名 県南教育事務所 学校名 一関市立猿沢小学校 ＴＥＬ ０１９１－７６－２０２２ 

 

 

 

【今年度の目標】 

・数値目標は、県比を国語１００、社会１００、算数１００、理科１００とする。 

・学習アンケートで授業がわかると答える児童が９０％以上、わからないと答える児童が０％とする。 

・家庭学習に毎日６０分以上取り組む児童が６０％以上、３０分未満０％とする。（５年生） 

 

【組織的な対応を図る上で工夫した点】 

１ 学力向上計画の共有化と調査問題の分析 

２ 学力の課題を視点とした授業改善の取組 

３ 基礎基本の定着をめざした日常実践と家庭 

との連携 

 

【具体的な取組】 

１ 学力向上計画の共有化と調査問題の分析 

（１）学力向上計画の作成と共有 

 ①調査結果から明らかになっ 

た課題をもとに、学力向上 

計画を作成した。 

   

②４月の校内研において、調 

査結果活用レポートと学力 

向上年間計画を示し、本校 

の学力の課題改善に向けた 

方向性や取組を全職員で共 

有した。 

 

（２）調査結果の活用 

  ①全国学調問題の分析を全職 

員で行い、問題の内容、記 

述のポイントなどについて 

話し合った。そして、本校 

の課題と課題を解決するた 

めの共通実践について共有 

化を図った。 

 

  ②今後、県学調、ＣＲＴ検査 

結果の分析を全職員で行い、 

改善、計画について共有化 

を図る予定である。 

月 月別内容 
チャレンジ 

テスト 

４月 

・家庭学習のしおりを配布 

・知能検査（２・５年） 

・全国学力・学習状況調査（６年） 

 

５月                   授業実践 国語 

６月 
・家庭学習強化週間（がんばる子カード） 

・全校音読検定（１回目） 

算数 

７月   

８月 ・全国学力・学習状況調査問題の分析 国語 

９月 ・学習内容の復習 算数 

１０月 ・岩手県学習定着度状況調査（5年） 国語 

１１月 
・家庭学習強化週間（がんばる子カード） 

・学習内容定着強化月間 

算数 

１２月 
・ＣＲＴ検査（全学年） 

・九九検定（２年） 

 

１月 
・岩手県学習定着度状況調査問題の分析 

・ＣＲＴ検査結果の事後分析と指導計画・実施 

国語 

２月 ・全校音読検定（２回目） 算数 

３月 ・ＣＲＴの補充指導の成果の確認  

学校と家庭が一体となった学力保障の取組 

学力向上年間計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学力の課題を視点とした授業改善の取組 

 昨年研究主題として授業のユニバーサルデザイン化に取り組んだことにより、授業がわかると答える児童が 

多くなったことから、今年度も継続して学習環境と授業改善にユニバーサルデザインを取り入れていくことを 

教職員で確認した。 

（１）指導方法の工夫・改善 

  ①授業の焦点化・視覚化を意識して、どの子にも 

わかりやすい授業を目指した。 

   

②学習の共有化をめざし、ペアや小グループでの 

学び合いを積極的に取り入れ、本校の課題であ 

る自分の考えを書いてまとめたり、話したりす 

る表現力の育成を図った。 

   

③授業の終わりには、学習感想をノートに書いて 

学びを振り返るようにした。「わかったこと」、       」、 

「友達から学んだこと」を振り返りの観点とす 

ることを全職員で確認し、実践に取り組んだ。 

    

（２）学習環境の整備 

  ①黒板周辺・ロッカーや机の中などを中心とした 

教室の整理整頓について統一性をもたせた。 

   

②学習道具や学習中のルールを明確にした。 

 

学力向上の考え方 

計算だけではなくて、計算

方法の意味まで説明でき

るようにしないとね。 

国語も算数も文字数や決めら

れた言葉などの条件に合うよ

うに文を書くことは難しいよ

うだな。 

グラフや表の読み取りは、日常的に扱

うようにしていかないと、身につきに

くいな。 

書く活動も条件を入れ

て書かせることを取り

入れていきたいね。 

全国学調問題の正答率が低い問題の分析の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒板上 
教育目標 

学習の約束 

※学級目標は後ろか横に貼る。 

 

黒板横掲示板 
掲示物がある場合は、
カーテンを授業中に
閉じる。 

時間割表、日課表は前
面には貼らない。 

 

教師用たな 
色画用紙（クリー
ム色などの薄い
色）で目隠しをす
る。 

 

黒板 
月日、日直程度は書い
てもよい。余計なもの
は貼ったり、書いたり
しない。 

 

教卓 
基本的に置かない。必要な時だけ置く。どうしても置きたい場合
は、児童用机など、視線の妨げにならない大きさの物にする。 

 

黒板周辺の学習環境整備 

板書による授業の焦点化・視覚化 
学習の見通
しを示した 

小黒板 

様
子
や
気
持
ち
を
表
す
文
か
ら 

名前はあるかな？ 

考える視点を
吹き出しで示
すことによる
学習課題の焦
点化 

 

ペア学習による共有化 

相手と自分
の考えの共
通点や違い
を 見 つ け
る。 

 

６年生児童のノート ３年生児童のノート 

自分の考えをまとめたり、学習を振り返ったりすることを位置付けたノート 

自分の考え
を説明する
文を書く。 

 

授業を振り
返り、学習感
想を書く。 



３ 基礎基本の定着をめざした日常実践と家庭との連携 

（１）基礎基本の定着 

①毎週水・金曜日の朝学習を「ドリルタイム」とし、漢字と 

計算を中心に繰り返し学習の時間とした。 

②毎週水・木・金曜日の朝学習５分間は、全校で音読に取り 

組んだ。 

③年間を通して８回「チャレンジテスト」として毎学期の学 

習内容から問題を作成し、実施した。 

  

（２）補充指導・個別指導 

  ①６月、２月に校長、副校長が全児童の音読検定を行い、継 

続した音読の取組を行った。 

  ②２年生の九九検定を校長が行い、必要に応じて担任外も指 

導した。 

 

（３）家庭との連携 

  ①全学年で家庭学習に音読を取り入れ、保護者にも継続して 

聞いてもらい、音読発表や音読検定につなげていった。 

②家庭学習強化週間として、年に２回「がんばる子カード」 

を使って自分の学習の仕方を振り返りながら、保護者にも 

学習の様子を見てもらい、家庭学習への意欲化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

１ 数値目標について（H28県学調結果より） 

○ 国語、社会で正答率県比１００を達成することができた。 

 ○ 算数を観点別に見ると、「数学的な考え」が県比１０５であ 

った。これは、本校の課題である「条件に合うように書く」ことを意識した授業を行った成果と言える。 

 ○ 国語を領域別に見ると、「話すこと・聞くこと」が県比１０６であった。ペアや小グループでの話し合い

を積極的に取り入れ、交流の機会を多く設けたことが一因と考えられる。 

２ わかる授業について（H28県学調児童質問紙より） 

 ○ 「授業がわからない」と答える児童０％を達成できた。学習課題を吹き出しなどで焦点化したこと、授

業の流れを小黒板に提示し１時間の見通しをもたせたこと、ペア学習で学習を共有化できたこと、毎時間

振り返りをノートに記述し、「わかった」を実感させたことなどが結果につながったと考えられる。 

３ 家庭学習時間について（H28県学調児童質問紙より）   

 ○ 家庭学習に毎日６０分以上取り組む児童が６９％、３０分未満０％と目標を達成することができた。「チ

ャレンジテスト」、「音読検定」、「がんばる子カード」の取組により、家庭学習に目的をもたせたこと、家

庭と連携することができたことが結果につながったと考えられる。 

音読検定カードと

検定の様子 

がんばる子カード 
児童記入用（表） 

保護者への説明（裏） 


